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横
浜
能
楽
堂
の舞
台
に
立

っ
て

難
浜
能
楽
連
副

新

堀
　

由
豆
彦

七
月
七
日
、
第
十
二
回
横
浜
五
流

謡
曲
大
会
で
、
私
た
ち
は
初
め
て
新

し
い
能
楽
堂
の
舞
台
に
立

つ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

六
月
二
十
八
日
の
開
館
式
か
ら
は

じ
ま
り
、
二
十
九
、
三
十
と
続
い
た

記
念
能
は
、
ま
さ
に
横
浜
能
楽
堂
の

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
各

流
家
元

（五
流
全
員
揃
う
と
い
う
の

は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
）
総
出
演
、

し
か
も
二
日
連
続
の

「翁
」
も
あ

っ

て
、
い
や
が
上
に
も
盛
り
上
が

っ
た

こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
素
人
と
し
て
は
、
そ
の

後
を
受
け
て
、
念
願
の
舞
台
で
競
演

出
来
た
歓
び
も
、
ま
た
大
変
大
き
な

も
の
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

建
設
促
進
運
動
に
か
か
わ

っ
て
来

た
横
浜
の
愛
好
者
に
と

っ
て
は
、
本

当
に
長
い
間
の
思
い
が
、
や

っ
と
実

現
で
き
た
こ
と
に
感
激
、
感
動
で
胸

の
つ
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

二
日
間
の
記
念
能
で
来
浜
さ
れ
た

職
分
の
先
生
方
も
、
そ
の
多
く
は
か

つ
て
の
染
井
能
舞
台
で
の
体
験
、
と

く
に
六
十
才
前
の
方
々
に
と

っ
て
は
、

初
舞
台
等
の
思
い
出
が
こ
も

っ
て
い

る
だ
け
に
、
や
は
り
普
通
の
舞
台
披

き
と
は
異
な

っ
た
受
け
と
め
方
を
さ

れ
て
お
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。
見
所
の
出
来
ば
え
は
最
高
で
し
た
。

正
面
の
み
な
ら
ず
、
脇
正
面
、
中
正

面
、
三
階
席
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
鑑
賞
に
不
都
合
な
く
、
見
や
す
く
、

し
か
も
古
い
舞
台
と
よ
く

マ
ッ
チ
し

た
内
装
が
心
を
落
ち

つ
か
せ
、
演
能

に
と
け
こ
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

楽
屋
は
や
や
狭
く
、
そ
の
点
多
少

使
い
勝
手
に
問
題
が
あ
り
、
色
々
注

文
も

つ
い
て
い
ま
す
が
、
第
二
舞
台
、

研
修
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
展
示
廊
を

含
め
て
全
体
を
見
れ
ば
、
ま
ず
ま
ず

そ
の
豪
華
さ
の
点
で
も
、
日
本

一
の

趣
が
あ
り
、
横
浜
に
新
し
い
宝
物
が

生
ま
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
当
局
、
市
民
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

願
わ
く
ば
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
舞

台
が
、
市
民
に
と

っ
て
、
私
た
ち
愛

好
者
に
と

っ
て
、
利
用
し
や
す
く
、

い
つ
も
使
わ
れ
、
愛
さ
れ
る
能
楽
堂

に
育

っ
て
ほ
し
い
と
存
じ
ま
す
。

今
の
所
、
能
も
狂
言
も
、
す
べ
て

の
公
演
は
即
日
完
売
で
希
望
者
が
殺

到
し
、
御
要
望
に
応
じ
き
れ
な
い
と

い
う
嬉
し
い
悲
鳴
が
あ
が

っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
こ
の
勢
い
が
、　
一
時

的
な
も
の
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
念

願
し
、
横
浜
能
楽
堂
の
発
展
と
能
楽

愛
好
者
の
拡
大
が
、
な
お

一
層
行
わ

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
や
み
ま
せ

ん
。

第
十

二
回
五
流
合
同

横
浜
謡
曲
大
会
を
終
え
て

新
設
横
浜
能
楽
堂
の
舞
台
披
き
の

余
韻
も
ま
だ
覚
め
や
ら
ぬ
七
月
七
日

に
、
恒
例
の
五
流
大
会
開
催
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
各
流
精
鋭
多
数
の

出
演
で
番
組
も
素
謡
十

一
番
、
仕
舞

十
八
番
、
舞
囃
子
、
連
吟
、
独
調
等

々
、
一豪
華
で
盛
り
沢
山
の
内
容
と
な

っ
た
。
加
え
て
熱
心
な
能
楽
愛
好
者

が
多
数
来
場
さ
れ
、
見
所
も
終
日
満

席
と
な
る
盛
況
ぶ
り
で
あ

っ
た
。
こ

れ
は
昨
今
の
斯
道
益
々
盛
な
る
こ
と

を
思
わ
せ
、
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

各
流
の
多
大
な
御
協
力
に
よ
り
粛
粛

と
番
組
が
進
行
さ
れ
予
定
ど
お
り
に

終
了
致
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
横

浜
能
楽
堂
の
皆
様
方
、
並
び
に
各
流

関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

（当
番
幹
事

・
横
浜
宝
生
流
連
合
会
）

横
浜
能
楽
連
盟
の
今
昔

常
務
理
事

田
所
　
〓我
男

第
四
十
回
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ

た

「
横
浜
能
の
歴
史
」
に
新
堀
会
長

さ
ん
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、

私
は
人
物
を
中
心
に
能
楽
連
盟
を
振

り
返

っ
て
み
た
い
。

昭
和
四
十
三
年
十

一
月
九
日
、
故

飛
鳥
田
市
長
さ
ん
よ
り
庄
司
会
長
時

代
に
横
浜
文
化
賞
を
頂
き
、
横
浜
文

化
体
育
館
に
お
い
て
そ
の
受
賞
式
が

挙
行
さ
れ
て
、
役
員
全
員
が
出
席
し

た
。
そ
の
当
時
の
役
員
は
八
名
で
あ

っ
た
。
賞
状
は
複
製
し
て
各
役
員
に
配
ら

れ
た
。
市
長
さ
ん
か
ら
頂
い
た
物
は
、

故
庄
司
会
長
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

然
し
当
時
の
役
員
は
既
に
他
界
さ
れ

た
方
が
多
く
、
現
在
高
岡
副
会
長
さ

ん
と
私
だ
け
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

庄
司
会
長
さ
ん
の
時
に
安
藤
篤
次

教
育
文
化
財
団
が
設
立
さ
れ
、
横
浜

市
か
ら
当
連
盟
、
県
か
ら
は
神
奈
川

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
楽
団
が
選
ば
れ
、

市
内
で
奨
励
金
の
授
与
式
が
行
わ
れ

お
茶
の
席
に
全
員
が
招
か
れ
て
、
安

藤
篤
次
氏
が
車
椅
子
で
各
々
に
渡
さ

れ
た
思
い
出
は
忘
れ
る
事
が
出
来
な

い
。
そ
の
時
頂
い
た
金
員
は
副
会
長

で
あ

っ
た
小
久
保
謙

一
氏
が
、
当
時

三
菱
信
託
銀
行
横
浜
支
店
に
お
ら
れ

た
関
係
で
、
同
行
の
定
期
預
金
と
し

て
預
け
ら
れ
た
が
連
盟
の
財
政
が
豊

か
で
な
か

っ
た
の
で
、
毎
年
横
浜
能

が
開
催
さ
れ
る
前
に
は
借
入
れ
を
し

て
、
又
大
会
が
終
了
す
る
と
返
済
す

る
と
い
う
こ
と
が
何
回
か
あ
り
、
印

刷
代
金
は
大
会
が
済
ん
で
前
売
所
よ

り
清
算
さ
れ
て
来
た
後
に
支
払
わ
れ

た
こ
と
も
あ

っ
た
。
当
時
、
庄
司
会

長
を
役
員
が
支
え
て
不
足
の
時
に
分

担
し
た
時
代
も
あ

っ
た
。

庄
司
会
長
が
亡
く
な
ら
れ
小
久
保

氏
が
会
長
と
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

年
の
春
よ
り
病
気
、
国
際
親
善
病
院

を
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
秋
の
大
会

前
に
永
眠
さ
れ
、
皆
様
の
前
に
発
表

さ
れ
る
機
会
が
な
か

っ
た
。
そ
の
頃

で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
安
藤
篤
次
氏

が
他
界
さ
れ
、
綱
島
の
奥
地
の
寺
で

行
わ
れ
た
通
夜
に
は
、
高
岡
副
会
長

能楽連盟幹部の御挨拶
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と
私
が
参
列
し
、
翌
日
の
葬
儀
に
は

新
堀
会
長
さ
ん
が
出
席
さ
れ
た
。
こ

の
年
の
大
会
直
前
に
新
堀
会
長
さ
ん

が
就
任
さ
れ
、
新
た
に
役
員
も
補
充

さ
れ
て
連
盟
の
活
動
が
活
発
に
展
開

さ
れ
て
来
た
。
爾
来
、
市

。
県
よ
り

の
助
成
金
も
増
額
さ
れ
、
又

一
般
市

民
の
方
々
の
能
に
対
す
る
関
心
が
深

く
な

っ
て
、
各
流
の
切
符
も
完
売
と

な
っ
て
、
会
場
は
県
立
音
楽
堂

。
県

立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
変
わ
っ
て
来

た
が
、
横
浜
市
関
内
ホ
ー
ル
で
は
第

四
十
回
記
念
の
能
も
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
既
に
横
浜
能
楽
堂
の
建

設
も
実
現
さ
れ
る
事
が
決
ま
っ
た
。

そ
の
以
前
よ
り
募
金
の
主
体
で
あ
っ

た
横
浜
能
楽
堂
建
設
促
進
会
は
横
浜

商
工
会
議
所
会
頭
上
野
氏
を
会
長
に

数
年
前
よ
り
瀧
沢
量
治
氏
等
、
多
く

の
方
々
に
よ
っ
て
各
方
面
よ
り
ご
協

力
を
頂
き
、
故
細
郷
市
長
さ
ん
に
お

約
束
し
た
金
額
を
達
成
出
来
、
現
高

秀
秀
信
市
長
さ
ん
に
よ
っ
て
完
成
さ

れ
た
事
は
誠
に
感
謝
で
あ
る
。

平
成
七
年
度
に
横
浜
能
楽
堂
が
落

成
し
、
高
秀
市
長
さ
ん
に
よ
っ
て
式

典
が
挙
行
さ
れ
、
私
共
能
に
関
係
す

る
者
、
又

一
般
市
民
の
喜
び
と
共
に
、

今
後
の
発
展
に
も
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
を
痛
感
す
る
。

と
い
ぅ
イ
メ
ー
ジ
が
強
か

っ
た
様
で

す
が
、
横
浜
能
楽
堂
が
本
年
六
月
に

開
館
し
て
か
ら
は
、
そ
れ
が
変
わ

っ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。新
堀
会
長
が
、
昭
和
六
十
年
に
横

浜
能
楽
連
盟
の
会
長
の
任
に
つ
か
れ

て
以
来
、
「能
楽
堂
を
作
り
た
い
、

作
り
ま
し
ょ
う
」
と
衆
議
を
ま
と
め
、

セ
ン
ス
よ
く
見
事
に
進
め
て
こ
ら
れ
、

平
成
五
年
六
月
二
十
八
日
起
工
、
平

成
八
年
六
月
に
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
○
○
能
、
○
○
講
演
会

と
催
さ
れ
る
度
に
、
市
民
は
チ
ケ

ッ

ト
買
い
に
列
を
な
し
て
、
二
～
三
時

間
の
う
ち
に
完
売
の
状
況
に
な

っ
て

い
る
と
伺
い
、
こ
れ
に
は
市
の
職
員

の
方
々
も
嬉
し
い
悲
鳴
と
お

っ
し
ゃ

っ
て
ま
す
。

横
浜
能
楽
堂
は
、
外
か
ら
見
て
も
、

ち
ょ
っ
と
建
物
の
中
に
入

っ
て
み
た

い
気
分
に
な
り
ま
す
。
お
見
所
に
入

り
ま
す
と
、
こ
け
ら
ぶ
き
の
寄
せ
棟

作
り
の
屋
根
が
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん

で
き
て
、
上
の
格
天
丼
や
横
の
連
子

窓
、
そ
し
て
足
元
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
色

の
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
す
べ
て
に
目
を
見

は
り
、
横
浜
市
内
に
い
る
事
も
忘
れ

て
し
ば
し
の
時
間
を
過
ご
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
た
て
も
の
が
旧
染
井

能
楽
堂
で
、
し
か
も
百
二
十
二
年
を

経
て
こ
の
横
浜
に
復
元
し
た
と
い
う

歴
史
の
重
み
を
、
私
は
つ
く
づ
く
と

感
じ
ま
す
。

開
館
行
事
と
し
て
六
月
二
十
八
日

か
ら
の
華
麗
な
お
能
の
数
々
、
そ
の

あ
と
七
月
七
日
は
五
流
大
会
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
過
去
十

一
回
は

久
良
岐
舞
台
で
、
そ
れ
な
り
に
賑
や

か
に
行
わ
れ
て
き
て
は
お
り
ま
す
が
、

私
は
今
回
広
い
楽
屋
の
廊
下
を
右

ヘ

左

へ
と
、
人
々
の
動
き
を
見
な
が
ら

幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。
私
も
初
め
て

舞
台
に
上
が
ら
せ
て
頂
い
て

「
先
生

方
か
ら
舞
い
や
す
い
舞
台
」
と
伺

っ

て
ま
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま

し
た
。
来
年
の
五
流
会
は
、
平
成
九

年
六
月
七
日
と
決

っ
て
お
り
ま
す
。

連
盟
の
会
員
に
、　
一
人
で
も
多
く
加

入
さ
れ
、
お
舞
台
の
感
触
を
味
わ

っ

て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

又
、
横
浜
能
も
過
去
は
県
立
音
楽

堂
、
関
内
ホ
ー
ル
、
青
少
年
ホ
ー
ル

と
仮
設
舞
台
の
演
能
で
し
た
が
、
四

十
四
回
の
今
年
か
ら
は
、
い
よ
い
よ

本
格
的
な
能
楽
堂
で
の
演
能
、
皆
様

と
共
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
来

年
、
平
成
九
年
横
浜
能
は
十

一
月

一

日
ω
が
梅
若
、
二
日
０
が
金
剛
と
行

わ
れ
ま
す
。

私
達
愛
好
者
は
勿
論
、　
一
般
の
方

々
も
素
晴
ら
し
い
日
本
芸
能
維
持
の

為
に
、
又
、
勉
強
の
場
と
し
て
こ
の

能
楽
堂
を
大
い
に
活
用
し
て
い
く
事

が
望
ま
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

能
楽
連
盟
の
台
所
は
火
の
車

諦妨融鮮
原
　
博
之

連
盟
の
平
成
八
年
度
総
会
は
、
去

る
四
月
二
十
五
日
、
横
浜
能
楽
堂
の

第
二
舞
台
で
、
能
楽
堂
の

「連
盟
会

員
の
内
覧
会
を
兼
ね
て
」
と
の
特
別

な
ご
好
意
に
よ
り
　
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

甦
え
る
旧
染
井
舞
台
を
心
待
ち
に

す
る
会
員
で
、
桧
の
香
り
に
満
ち
た

総
会
場
は
溢
れ
る
ば
か
り
の
盛
況
と

な
り
、
活
気
あ
る
質
疑
応
答
で
　
議

事
は
有
意
義
に
進
行
し
、
す
べ
て
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
連
盟
の
財
政
状
況
を

今
年
度
予
算
に
つ
い
て
　
い」
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
別
枠
の

「
五
流
大
会
費
」
は

出
演
者
負
担
金
に
よ

っ
て
賄
う
、
独

立
採
算
の
事
業
費
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
収
入
の
部

「振
興
資
金
繰
入
金
」

と
い
う
の
は
、
能
楽
堂
の
落
成
記
念

事
業
の
た
め
に
　
か
ね
て
積
立
て
お

い
た
基
金
に
よ
り
、
能
楽
堂

へ
記
念

品
を
贈
呈
し
た
　
本
年
度
限
り
の
特

別
収
支
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
も

別
枠
と
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
除
く
と
、

当
連
盟
唯

一
の
自
己
財
源
で
あ
る
会

費
収
入
は
、
三
四
万
円
で
す
。
こ
れ

は
現
在
の
団
体

・
企
業
二
千
円
、
個

人
千
円
の
年
会
費
で
は
、
今
後
も
こ

れ
以
上
見
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（平
成
八
・三
・三
一場
在
会
員
数
　
団
体
・企
業
五
一、
個
人
二
一三
）

一
方
、
支
出
の
う
ち
　
総
会
費

一

二
万
円
と

″幽
玄
〃
発
行
費

一
九
万

円
の
固
定
支
出
だ
け
で
三

一
万
円
と

な
り
、
財
源
の
余
裕
は
三
万
円
し
か

残
り
ま
せ
ん
。
こ
の
幻
の
ご
と
き
予

算
で
は
　
会
議
費
、
慶
弔
費
、
郵
送

費
、
雑
費
の
合
計

一
五
万
五
千
円
は

到
底
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
七
年
度
は
　
一則
年
度
繰
越
金

を
九
万
八
千
円
余
り
補
填
す
る
こ
と

に
よ
り
決
算
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の

頼
み
の
綱
の
繰
越
金
も
残
り
六
万
九

千
余
円
と
な

っ
て
火
の
車
度
限
界
。

そ
こ
で
今
年
度
に
限
り
、
各
流
派
よ

り
能
楽
堂
落
成
祝
金
と
し
て

一
七
万

円
拠
出
し
て
い
た
だ
き
、
な
ん
と
か

予
算
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
近
く
再
び
赤

字
決
算
と
な
り
ま
す
。
従

っ
て
、
「
会

費
の
改
訂
も
止
む
を
得
な
い
」
と
の

声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
種
々
検
討
し

た
結
果
、
会
費
収
入
を
増
や
す
に
は
、

ま
ず
個
人
会
員
の
加
入
を
促
進
さ
せ

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
五
流
大
会
の
会
場
を
、
久

横

浜

能

楽

堂

悧
絵
銀

堀
内
万
紗
子

一
般
に
お
能
と
申
し
ま
す
と
薪
能

平 成 8年 度 予 算  鮮位:円 )
支 出 の 部      収 入 の 部

|五 流大会 費  290,000

睦 塑 m___型 型 」
幽玄発行費(年 2回) 190,000
総 会 費 120,000

会  議  費  50,000
慶  弔 費  50,000
郵  送  費  15,000
雑    費  40,000
予 備 費 143,325

計   1,098,325
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良
岐
能
舞
台
か
ら
新
能
楽
堂
の
本
舞

台
に
移
す
こ
の
機
会
に
、
出
演
者
は

総
て

「個
人
会
員
」
に
な

っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
総
会
で
も
強
く
ご
賛
同

を
得
た
の
で
、
各
流
派
に
趣
旨
の
徹

底
を
は
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
多
数

の
方
が
個
人
会
員
に
加
入
さ
れ

（団

体
二
、
個
人
六
十
増
加
）
七
月
七
日

の
舞
台
披
き
五
流
大
会
は
、
二
八
〇

人
余
り
の
出
演
者
で
　
め
で
た
く

盛
会
裡
に
幕
と
な
り
ま
し
た
。

旧
染
井
舞
台
に
上

っ
て
　
謡
い
、

舞
う
こ
と
は
、
能
楽
愛
好
者
の
誰
も

が
叶
え
た
い
夢
で
あ
り
ま
す
。
連
盟

と
し
て
は
、
全
て
の
会
員
が
出
演
で

き
る
大
会
を
目
指
し
、
組
織
の
隆
盛

を
は
か
り
、
将
来
は
　
春
秋
二
回
の

開
催
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
て

お
り
ま
す
。
未
だ

「
個
人
会
員
」
と

し
て
加
入
さ
れ
て
い
な
い
団
体
の
方

々
に
は
　
個
人
入
会
を
是
非
お
願
い

致
す
と
共
に
、
市
内
外
の
未
加
入
の

各
流
謡
曲
愛
好
団
体

・
愛
好
者
各
位

の
　
当
連
盟

へ
の
加
入
を
　
歓
迎
、

お
誘
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

称

名

寺

の

薪

能

喜
多
流

自
日
中

　

期

最
初
に
お
断
り
し
て
お
く
が
、
私

は
余
り
薪
能
を
見
た
こ
と
が
な
い
０

群
衆
の
ざ
わ
め
き
に
土
埃
、
姦
し
い

ラ
ウ
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
。
い
ず
れ
も
能

と
は
異
質
な
世
界
に
思
わ
れ
、

つ
い

出
向
く
の
が
億
劫
に
な
る
。

し
か
し
、
豪
華
番
組
の
今
回
は
別

で
あ
る
。
は
じ
め
の
仕
舞
も
、
人
間

国
宝

・
粟
谷
菊
生
師
の
称
名
寺
に
因

ん
で
の

「
六
浦
」
と
、
横
浜
で
の
喜

多
流
普
及
に
努
力
し
て
お
ら
れ
る
出

雲
庚
雅
師
の
豪
快
な

「
船
弁
慶
；
」

で
あ
る
。
更
に
、
能
は
斯
界
の
第

一

人
者

・
友
枝
昭
世
師
が

「
羽
衣
」
を

勤
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
見
逃
せ
な
い

と
、
当
日
、
称
名
寺

へ
馳
せ
参
じ
た

次
第
で
あ
る
。

予
想
に
反
し
て
、

あ
の
広
い
会
場
で

は
、
大
観
衆
の
ざ

わ
め
き
も
気
に
な

ら
な
い
。
照
明
に

浮
か
び
上
が
る
白

木
の
舞
台
も
、
緑

に
囲
ま
れ
た
観
客

席
も
、
広
々
と
し

て
大
ら
か
で
あ
る
。

黄
昏
時
、
称
名

寺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
、
ま
た
絶
妙

の
効
果
で
あ

っ
た
。
池
を
跨
ぐ
朱
の

橋
桁
に
光
が
当
る
と
、
池
水
に
映
る

爆
き
が
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
席

近
く
の
四
十
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
ろ
う

か
と
い
う
欅
の
巨
木
が
会
場
を
守
り

つ
つ
、
舞
台
を
窺
る
風
情
で
あ
る
。

そ
の
梢
に
半
月
が
懸
う
時
、
友
枝
師

は
序
の
舞
を
舞
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

千
余
の
観
衆
は
、
翻
る
真
紅
の
長
絹

の
袖
の
美
し
さ
に
息
を
呑
む
、
と
い

う
趣
で
あ

っ
た
。

思

い
き

っ
て
省
署
さ
れ
た

「
羽

衣
」
は
、
そ
れ
故
に
メ
リ
ハ
リ
の
利

い
た
、
サ
ラ
リ
と
し
た
味
わ
い
で
あ

っ
た
と
思
う
。

キ
リ
で
、
橋
掛
り
で
の
昇
天
の
舞

に
至
る
と
、
観
衆
は
既
に
、
夢
心
地

で
あ
る
。
名
残
り
を
惜
し
み

つ
つ
、

消
え
ん
と
す
る
シ
テ
を
、

地
謡
が

「
天

つ
御
空
の
、
霞
に
紛
れ
て
」
と

謡
い
納
め
ん
と
し
た
時
、
白
雲
か
、

棚
曳
く
霞
か
、
幕

内
よ
り
白
煙
が
湧

き
出
た
の
に
は
驚

か
さ
れ
た
。
謡
通

り
、
霞
に
紛
れ
て

失
せ
る
シ
テ
。
そ

の
時
の
ど
よ
め
き

と
大
喝
采
は
、
こ

の
趣
向
が
こ
の
薪

能
に
相
応
し
い
と
、

そ
の
成
功
を
讃
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
日
、
識
者
に

伺

っ
た
と
こ
ろ
、

あ
の
舞
台
は
梅
若
流
か
ら
拝
借
し
た

も
の
で
、
そ
の
折
、
こ
の
演
出
を
勧

め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
通

常
は
ま
ず
お
目
に
掛
か
れ
な
い
事
が
、

薪
能
と
い
う
舞
台
で
は
、
大
き
な
感

興
を
生
む
こ
と
と
な

っ
た
訳
で
あ
る
。

昔
の
能
も
こ
の
様
に
、
大
自
然
の

下
で
、
安
ら
か
に
見
物
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
稽
吉
本
片
手
に
、
シ
テ
の

一
挙
手
、　
一
投
足
に
見
入
る
自
己

ヘ

の
反
省
。
些
事
に
拘
泥
し
な
い
で
、

能
を
鑑
賞
す
る
ゆ
と
り
が
欲
し
い
。

面
白
く
拝
見
し
な
が
ら
も
、
若
干
、

自
省
す
る
こ
と
の
あ

っ
た
夏
の

一
夜

で
あ

っ
た
。

横
浜
に
お
け
る
能
面
展
の

歴
史
と
能
面
プ
ー
ム
の
今
後

面

打

岩
崎
　
久
人

昭
和
五
十
六
年
九
月
十
八
日
、
第

一
回

『横
浜
能
面
展
』
が
馬
車
道
で

開
催
さ
れ
た
日
で
あ
る
。
当
時
は
ま

だ
能
面
も
ブ
ー
ム
で
は
な
か

っ
た
。

上
大
岡
に
面
を
作
る
人
が
い
る
と
、

人
か
ら
は
聞
い
て
い
た
。
出
会
い
は

す
ぐ
に
あ

っ
て
、
能
面
の
会
を
作
ろ

う
と
言
う
事
に
な
り
、
週

一
回
の
講

師
を
頼
ま
れ
て
二
～
三
ケ
月
通

っ
た
。

今
の

『面
友
会
』
の
始
ま
り
で
あ
る
。

私
も

『
面
の
会
』
を
持

っ
て
い
た
の

で
、　
一
緒
に
能
面
展
を
開
催
し
た
の

で
あ
る
。
二
回
は
合
同
開
催
に
し
た

が
、
三
回
目
か
ら
は
独
自
の
会
で
毎

年
能
面
展
を
開
催
し
た
。
あ
れ
か
ら

も
う
十
六
年
に
な
る
。
そ
の
間
、
面

友
会
か
ら
独
立
し
て
教
室
を
持

っ
た

人
も
い
る
。
今
、
横
浜
能
楽
連
盟
に

関
連
し
て
い
る
団
体

は
私

の
会

・

『
面
の
会
』
、
上
大
岡
の
渡
辺
吉
正

氏
の
会

・
『
面
友
会
』
、
渡
辺
氏
の
生

徒
で
あ

っ
た
田
中
稔
氏

の
会

・
『
面

寿
会
』
、
の

二
団
体

で
あ
る
。
私

の

会

・
『
面
の
会
』

は
毎
年
横
浜
能
と

同
時
開
催
を
し
て
、
金
春
流
、
宝
生

流
な
ど
の
能
に
私
の
打

っ
た
面
は
使

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
朝

日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
読
売
文

化
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
い
た
る
所
に
教

室
が
あ
る
の
で
、
ね
ず
み
算
式
に
増

え
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。

私
も
十
年
ほ
ど
文
化
セ
ン
タ
ー
の
講

師
を
し
て
来
た
が
、
そ
の
講
師
、
先

生
と
呼
ば
れ
る
人
達
が
、
ほ
と
ん
ど

能
も
観
ず
面
の
勉
強
も
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
『
能
面
師

に
は
免
許
も

な
け
れ
ば
資
格
試
験
も
な
い
』
。
趣

味
で
面
を
打

つ
の
は
よ
い
が
、
も
う

少
し
能
面
と
し
て
舞
台
で
使
用
に
耐

え
ら
れ
る
だ
け
の
面
が
打
て
る
人
が

講
師
又
は
先
生
を
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。
今
、
神
奈
川
県
は
自

称
能
面
師
を
名
乗
る
人
達
が
五
十
人

近
く
い
る
と
聞
く
。
こ
れ
は
全
国

一

で
あ
る
。
教
え
る
人
も
不
幸
だ
が
教

え
ら
れ
る
側
は
も

っ
と
不
幸
な
事
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
ほ
ど
能
面
が

軽
く
見
ら
れ
て
い
る
時
代
は
な
い
。

故
に
今
こ
そ
面
を
見
直
す
時
が
来
て

い
る
の
で
あ
る
。
「
幽
玄
」

の
創
刊

号
に
も
能
面
に
つ
い
て
文
を
書
い
た

が
読
ま
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
。

能
面
は
美
術
品
で
は
な
く
、
能
に
使

用
す
る
た
め
の
能
の
道
具
で
あ
り
、

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
壁
に
掛
け
て
楽

し
む
物
で
は
な
い
。
横
浜
に
も
能
舞

台
が
出
来
た
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
能

面
ブ
ー
ム
は
続
く
で
あ
ろ
う
が
常
識

と
自
覚
を
持

っ
た
人
達
が
能
面
に
挑

戦
し
勉
強
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

２つ
。
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０
会員の声瞼

五
流
会
に
初
出
演
し
て

喜
多
流

千
代
島
節
子

出
来
た
て
ほ
や
ほ
や
の
横
浜
能
楽

堂
で
、
舞
わ
せ
て
頂
け
る
か
も
し
れ

な
い
と
聞
い
て
、
恥
も
外
聞
も
な
く
、

先
生
に
お
許
し
を
頂
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。

〃後
は
ど
う
な
と
き
ぁ
な
ろ
た
い
〃

と
い
う
、
お
て
も
や
ん
の
性
格
そ
の

ま
ま
の
私
で
す
が
、
舞
台
の
下
見
だ

け
は
、
無
理
を
言

っ
て
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
舞
台
が
少
し

ゆ
る
め
て
あ
る
旨
お
伺
い
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
実
際
に
い
ざ
拍
子
を
踏

ん
で
み
る
と
、
振
動
が
全
身
に
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

声
も
ま
た
、
舞
台
全
体
に
包
み
込
ま

れ
る
よ
う
で
、
何
と
も
い
い
気
分
で

舞
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
出
来
栄
え

の
方
は
若
手
？
と
い
う
こ
と
で
、
大

目
に
見
て
頂
き
た
い
の
で
す
が
…
。

私
の
よ
う
な
初
心
者
を
、
気
前
よ

く
出
演
さ
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
関
係

者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
致
し
ま
し
て

こ
れ
か
ら
も
精
進
致
し
ま
す
。

雑

　
　
　
　

感
　

　

´

翻請銃
森
田
　
英
男

一謡
曲
の
稽
古
を
は
じ
め
て
か
ら
三

十
有
余
年
、
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ

ん
が
、
幸
い
に
能
を
鑑
賞
で
き
る
機

会
に
は
恵
ま
れ
、
と
り
わ
け
昨
今
で

は
能
を
み
る
こ
と
に
無
上
の
楽
し
み

を
覚
え
て
参
り
ま
し
た
。
能
を
み
て

感
動
し
無
我
の
境
地
に
浸
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
私
の
大
き
な
喜
び

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
偏
え
に
自
身

の
仕
事
の
合
間
に
謡
曲
の
稽
古
に
明

け
暮
れ
、
又
、
観
能
を
重
ね
た
結
果

で
あ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
私

も
今
は
仕
事
か
ら
徐
々
に
解
放
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
は
謡
曲
を
楽
し
み
、
さ
ら

に
は
能
を
堪
能
し
て
生
活
に
潤
い
を

持
た
せ
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
お

る
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
斯
様
な
折
柄
、
か
ね
て
か

ら
同
好
先
輩
各
位
の
ご
活
躍
と
、
業

界
重
鎮
の
方
々
の
ご
支
援
と
相
待

っ

て
、
こ
こ
に
国
立
に
次
い
で
横
浜
市

立
の
古
典
芸
能
の
殿
堂
た
る
能
楽
堂

の
完
成
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
慶
び

に
堪
え
ま
せ
ん
。
今
後
こ
の
立
派
な

施
設
を
充
実
し
た
運
営
で
、
他
に
誇

れ
る
横
浜
能
楽
堂
に
育
て
て
い
く
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
望
ま
れ
、

そ
の
実
行
が
で
き
る
の
か
が
当
面
の

要
諦
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

能
楽
堂
へ
の
道
標

観
世
流

藤
本
　
圭
佑

桜
木
町
駅
で
降
り
、
広
い
車
道
を

渡
り
切
る
と

〃音
楽
通
り
″
入
口
で

あ
る
。
傍
ら
の
小
さ
な
植
え
込
み
に

真
新
し
い
花
蘭
岩
の
道
標
を
見

つ
け

た
。
見
知
ら
ぬ
街
で
親
し
い
友
に
出

合

っ
た
よ
う
な
感
動
を
覚
え
る
。

こ
の
通
り
は
、
丘
の
上
の
音
楽
堂

に
行
き
来
す
る
道
と
し
て
名
付
け
ら

れ
た
。
低
い
家
並
み
、
狭
い
通
り
、

中
程
に
あ
る
瓦
斯
灯
、
こ
れ
ら
す
べ

て
が
明
治
か
ら
平
成

へ
の
時
の
流
れ

を
映
し
て
い
る
。

突
き
当
る
と
紅
葉
坂
、
石
畳
み
の

坂
の
下
と
上
に
も
道
標
が
あ
り
、
行

先
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
登
り
切

る
と
紅
葉

ケ
丘
文
化
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。

掃
部
山
公
園
を
経
て
能
楽
堂
に
至
る

道
は
、
桜
の
古
木
が
繁
り
こ
れ
か
ら

体
験
す
る
夢
幻
の
空
間

へ
誘
う
ま
さ

に

〃幽
玄
の
通
り
″
と
言
え
よ
う
。

新
し
い
能
楽
堂
が
、
二
十

一
世
紀

の
能
楽
発
展
の
礎
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

⑨

能
楽
堂
便
り
／
幡

一
月
下
旬
に
第

一
回
特
別
公
演

横
浜
能
楽
堂
で
は
、
来
年

一
月
二

十
五
日
０
に
、
次
の
通
り
の
内
容
で

第

一
回
特
別
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

能

「鞍
馬
天
狗
」

（
観
世
流
）
観

世
暁
夫
ほ
か
、
狂
言

「昆
布
売
」
（大

蔵
流
）
山
本
東
次
郎
ほ
か
、
能

「
葵

上
」
（観
世
流
）
観
世
鎮
之
丞
ほ
か
。

料
金
＝
正
面
五
〇
〇
〇
円
／
脇
正
面

二
五
〇
〇
円
／
中
正
面

。
三
階
席
三

〇
〇
〇
円

十
二
月
十
五
日
０
午
後
二
時
か
ら

チ
ケ

ッ
ト
発
売
開
始
。

二
階

展

示
廊

で
常

設

展

横
浜
能
楽
堂
の
三
階
展
示
廊
で
は

九
月
下
旬
か
ら

「初
め
て
知
る
能

・

狂
言
の
世
界
」
と
題
し
た
常
設
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
展
示
は
、
能

・
狂
言
を
全
く

知
ら
な
い
方
た
ち
に
少
し
で
も
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
、
と
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

能

・
狂
言
の
歴
史
を
解
説
し
た
パ

ネ
ル
や
謡
本
、
楽
器
、
装
束
、
演
能

の
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

常
設
展
は
、
年

一
～
二
回
開
催
す

る
特
別
展
の
合
間
に
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
二
月
ま
で
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
本
舞
台
を
使
用
し
て
い

な
い
時
は
、
ご
自
由
に
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

＾

編

集

後

記

Ｖ

六
月
末
の
開
館
式
、
記
念
能
に
引

続
き
、
七
月
七
日
に
は
会
員
に
よ
る

舞
台
披
き
が
行
わ
れ
、
御
寄
稿
の
中

に
、
新
し
い
能
楽
堂
で
謡
い
舞
う
楽

し
さ
、
今
後
の
発
展

へ
の
期
待
、
決

意
が
述
べ
ら
れ
た
も
の
が
多
か

っ
た

こ
と
は
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。

一
方
、
原
常
務
理
事
の
　
台
所
は

火
の
車
」
、
宝
生
流
秋
山
氏

の

「
能

楽
堂
讃
歌
」
も
御
熟
読
下
さ
い
。

末
筆
な
が
ら
、
文
化
振
興
財
団
よ

り
称
名
寺
薪
能
の
写
真
を
拝
借
し
た

こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｎ
記
）

横
浜
能
楽
連
盟
　
連
絡
先

◎
文
書
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

〒
２３３
横
浜
市
港
南
区
丸
山
台
二
―
二

九
―

一
七
　
新
堀
方

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
四
五
―
八
四
四
―
二
九
〇
三

◎
電
話
の
場
合

横
浜
能
楽
堂
　
佐
藤
正
美

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
五
―
二
六
三
―
三
〇
五
〇

一―

―
な

眸
往
家

を

我

歌

・　
〓
ｔ
・
一
・　
・　
・一二
■
　ヽ
、
「　
　
）
・
一一　
・　
・一　
一

プ

考

４

の
ナ

ヤ

た

ず娑
・対

の
な

り

一
■

・
．
，
　
〓
一　
　
″
　
ケ
ｔ
ヽ
一
　

・　

・
■
　
・一
１ノ
一
〓
¨

●
殆
■
つ
ヽ
イ
鷲
顧
み
よ
薇
さ
―
警
晏
´

一一
・蕪
一薫↑
【ゃ
恭
午
篠
午
奪
（恕

キ
ヤ一
濯
年き
なが
口いア

秋

必

横浜能楽堂完成記念に拙作の賛

歌にて御祝い申し上げます。

宝生流 秋山 尚


